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　最近大阪市内の街路樹が気になっています。本
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がるはずが寸胴状態です。区内で近年街路樹が間
引かれるケースが増え、問題になっています。市
の説明では根上がりで路床が傷んでいるとか台風
で倒れる恐れがあるとか、落ち葉の苦情が多いと
のことですが、いや、ちょっと待てよ？と言いた
くなります。
　大阪市は職員をどんどん削減し、本来市がやる
べき仕事を民間に任せようとしています。経費を
削減するには、管理する街路樹の本数を減らせば
いい、枝をばっさり切り落とせばいい、というこ

とになっているのではない
でしょうか（そういえば鶴
見緑地も最近すごく汚くな
った気がします。明らかに
管理が削減されています）。
　街路樹は都市緑化、ヒートアイランド現象抑制
の重要な役割を担っています。大阪市の緑地率
はわずかに9％、東京都内36％の４分の１にすぎ
ず、ほんとうにゆたかな街づくりを考えるなら、
こうした都市基盤の維持充実に真剣に取り組むべ
きでしょう。� （文・絵　内山進）
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1 おおさかの住民と自治　　2024年 ９ 月号

［　特　集　］  

「気候危機」から未来を担う世代に 
豊かな自然と社会を届けたい

2023年夏、国連のグテーレス事務総長は「地球沸騰化の時代に突入した」と宣言しま

した。極端な高温や豪雨に伴う被害はもはや日常茶飯事です。これから世界で排出でき

るCO2の量（カーボンバジェット）はわずかしか残っておらず、温暖化を食い止めるた

めに残された時間は限られています。

しかしながら、国の政策を見れば火力発電への依存は続いており、再生可能エネルギ

ー導入には消極的です。今号の『おおさかの住民と自治』では、浅岡論文が指摘するこ

のような全体状況の中から、地域からどうやって環境問題に取り組んでいくのかを、自

治体や市民の現状に注目して特集を組みました。

府内自治体へのアンケート調査から中村論文が指摘するように、現在、府内の自治体

では消費電力量や自然エネルギー電力使用量の把握など、基本的な情報の把握が十分で

はありませんし、「再エネ使用率」の目標を持っている自治体もほとんどありません。ま

た、予算や人員も決して十分とは言えず、環境問題への対応を軸に様々な政策をとらえ、

見直していく機運はまだまだ小さいです。

しかし、全国に視野を広げれば、黒澤論文が紹介する東近江市のように、地域に根付

いた市民運動の力を活かしながら、Food（食料）・Energy（エネルギー）・Care（ケア）

の自給を目指す動きも現れています。また、環境の問題は環境のこと「だけ」でなく、

経済や社会、民主主義の在り方にもつながっています。「いばらき気候市民会議」では、

市民の対話を通じた気候問題への取り組みの優先順位付け、取り組み目標の設定などを

通じて民主主義をバージョンアップさせることが視野に入っています。

今回の特集では、若い世代を交えた座談会も設定しました。社会問題の一つとして気

候問題の重要性は理解しているけれど、「上の人」や「生活のゆとりのなさ」が壁になっ

ているといった率直な声も聞かれました。多くの人が持っている環境問題への関心をど

のように行動につなげていけるかが問われています。
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地
球
沸
騰
化
時
代

２
０
２
３
年
７
月
、
グ
テ
ー
レ
ス
国
連
事
務

総
長
は
世
界
気
象
機
関
の
報
告
書
の
発
表
に
際

し
「
地
球
沸
騰
化
の
時
代
に
突
入
し
た
」
と
宣

言
し
ま
し
た
。
高
温
記
録
が
年
々
更
新
さ
れ
、

世
界
各
地
で
気
候
災
害
が
人
々
の
命
や
健
康
を

奪
い
、
暮
ら
し
を
破
壊
し
て
い
ま
す
。
極
端
な

高
温
や
豪
雨
を
経
験
す
る
こ
と
が
日
常
的
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
も
、
２
０

２
３
年
は
世
界
で
歴
史
的
気
温
と
な
り
ま
し
た
。

ソ
マ
リ
ア
か
ら
カ
メ
ル
ー
ン
で
は
、
同
年
３

～
５
月
、
10
～
11
月
の
大
雨
で
３
７
１
０
人
以

上
が
死
亡
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
か
ら
マ
ラ
ウ
ィ
で

は
２
～
３
月
の
サ
イ
ク
ロ
ン 「FRED

D
Y

」
で

８
６
０
人
以
上
が
死
亡
、
リ
ビ
ア
で
は
、
９
月

の
低
気
圧
「D

aniel

」
に
よ
る
大
雨
の
影
響
で

１
万
２
３
５
０
人
以
上
が
死
亡
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

や
北
米
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
広
範
な
地
域
で

山
林
火
災
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
カ
ナ
ダ
で
は
過

去
最
大
の
約
18
・
５
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が

焼
失
し
、
そ
の
煙
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
空
を
赤

く
染
め
ま
し
た
。
米
国
ハ
ワ
イ
州
マ
ウ
イ
島
で

の
森
林
火
災
で
は
１
２
０
人
以
上
が
死
亡
し
た

と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

日
本
で
も
、
２
０
２
３
年
５
月
に
猛
暑
が
続

き
、
２
０
２
３
年
中
に
熱
中
症
で
救
急
搬
送
さ

れ
た
人
は
９
万
１
２
５
５
人
、
亡
く
な
っ
た
人

は
１
４
４
７
人
に
も
及
び
ま
す
。
そ
の
周
辺
に

何
倍
も
の
不
調
を
来
し
た
人
々
が
い
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

２
０
２
４
年
に
入
っ
て
も
世
界
で
高
気
温
が

続
き
、
豪
雨
災
害
も
後
を
た
ち
ま
せ
ん
。
６
月

に
イ
ン
ド
で
50
℃
を
超
え
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
聖

地
メ
ッ
カ
で
は
51
℃
を
超
え
る
な
か
、
訪
れ
た

巡
礼
者
１
３
０
０
人
が
死
亡
。
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ

シ
ュ
で
は
１
ケ
月
以
上
続
く
大
雨
で
80
万
人
が

孤
立
、
中
国
で
は
北
京
で
一
時
間
雨
量
が
１
１

１
㎜
を
超
え
、
南
部
広
東
省
、
福
建
省
で
１
週

間
以
上
続
い
た
大
雨
に
よ
る
洪
水
、
土
砂
災
害

で
57
人
が
死
亡
し
、
１
万
戸
の
住
居
が
破
損
。

損
害
は
１
２
０
０
億
円
に
上
る
と
さ
れ
ま
す
。

２
０
２
３
年
は
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
の
出
現
や
冷

却
効
果
を
も
っ
て
き
た
エ
ア
ロ
ゾ
ル
の
減
少
な

ど
自
然
の
変
化
と
社
会
的
要
因
が
重
な
っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
は
一

定
間
隔
で
出
現
し
て
い
る
も
の
で
す
し
、
石
炭

火
力
を
廃
止
し
て
い
く
こ
と
に
よ
る
大
気
汚
染

の
原
因
で
あ
る
エ
ア
ロ
ゾ
ル
は
今
後
も
改
善
さ

れ
て
い
く
べ
き
も
の
で
す
。
２
０
２
３
年
だ
け

の
問
題
で
は
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
で

し
ょ
う
。

脱
化
石
燃
料
に
向
か
う
時
代
を
ど
う
生
き
る

未
来
を
担
う
世
代
に
安
全
の
自
然
と
社
会
を

特 集

浅
岡
美
恵

弁
護
士 

気
候
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
長



3 おおさかの住民と自治　　2024年 9 月号

特集●「気候危機」から未来を担う世代に豊かな自然と社会を届けたい

温
暖
化
を
止
め
る
た
め
に

ま
さ
に
地
球
の
終
わ
り
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う

な
気
候
異
変
は
、
今
後
、
ど
う
な
っ
て
い
く
の

で
し
ょ
う
か
。
グ
テ
ー
レ
ス
国
連
事
務
総
長
は

２
０
２
３
年
３
月
、「
私
た
ち
は
気
候
の
時
限

爆
弾
を
踏
ん
で
い
る
の
で
す
」
と
述
べ
ま
し

た
。
気
候
の
破
滅
、
生
活
の
破
滅
を
回
避
す
る

た
め
に
、
私
た
ち
は
な
す
べ
き
こ
と
、
そ
れ
は

直
ち
に
大
幅
に
排
出
を
減
ら
し
、
脱
化
石
燃
料

時
代
へ
と
移
行
す
る
こ
と
。
他
に
解
決
策
は
な

い
の
で
す
。

１
９
９
８
年
に
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

機
関
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
が
国
連
に
設
置
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
６
次
に
わ
た
る
評
価
報
告
書
を
公
表
し

て
以
来
、
こ
の
警
告
は
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
報
告
書
は
世
界
の
科
学

的
知
見
の
総
意
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
す
。

国
際
社
会
は
国
連
の
も
と
で
、
科
学
の
警
告

を
受
け
て
、
１
９
９
２
年
に
気
候
変
動
枠
組
み

条
約
を
１
９
９
７
年
に
京
都
議
定
書
を
採
択
す

る
こ
と
で
小
さ
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

産
業
革
命
以
降
の
世
界
の
Ｃ
Ｏ
２
の
累
積
的
総

排
出
量
と
産
業
革
命
以
降
の
地
球
の
平
均
気
温

の
上
昇
が
ほ
ぼ
比
例
関
係
に
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。
こ
の
報
告
を
受
け
て
、
２
０

１
５
年
に
、
地
球
全
体
の
平
均
気
温
の
上
昇
を

産
業
革
命
前
か
ら
２
℃
を
十
分
下
回
り
、
１
・

５
℃
の
上
昇
に
抑
え
る
こ
と
に
努
力
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
パ
リ
協
定
が
採
択
さ
れ
、
２
０

１
６
年
に
発
効
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
国
連
の
要
請
を
受
け
て
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ

Ｃ
は
２
０
１
８
年
に
１
・
５
℃
特
別
報
告
を
公

表
し
ま
し
た
。
１
・
５
℃
の
地
球
温
暖
化
の
リ

ス
ク
は
現
在
よ
り
も
高
い
が
、
２
℃
よ
り
も
低

い
こ
と
、
ピ
ー
ク
の
気
温
が
高
い
場
合
は
、
サ

ン
ゴ
礁
の
99
％
が
消
失
す
る
な
ど
、
長
期
に
わ

た
っ
て
残
る
又
は
不
可
逆
的
に
な
る
可
能
性
な

ど
、
よ
り
低
い
温
度
で
安
定
化
さ
せ
る
必
要
性

を
指
摘
し
た
の
で
す
。

図１
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原
発
ゼ
ロ
の
会
・
大
阪
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会

は
、
大
阪
の
各
自
治
体
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
の
現
状
を

知
る
た
め
に
、
２
０
２
２
年
１
月
か
ら
約
半
年

か
け
て
自
治
体
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
大
阪
府
内
44
自
治

体
の
う
ち
大
阪
府
・
大
阪
市
を
は
じ
め
35
の
自

治
体
か
ら
回
答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
（
回
収
率

79
・
５
％
）。
そ
こ
か
ら
見
え
て
き
た
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
（
本
稿
で
は
以

下
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
含
め
て
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
ま
す
）。

■�

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
つ
い
て
の
基
本
情
報
の

把
握
が
弱
い

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
考

え
る
出
発
点
と
な
る
基
本
情
報
と
し
て
、
①
域

内
の
消
費
電
力
の
総
量
、
②
そ
の
中
の
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
使
用
量
、
③
電
気
料
の
支
払

い
総
額
の
３
点
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
消
費
電
力

総
量
を
把
握
し
て
い
る
自
治
体
は
７
自
治
体

（
20
・
０
％
）
し
か
な
く
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
電

気
の
使
用
量
を
把
握
し
て
い
る
自
治
体
は
５
自

治
体
（
14
・
３
％
）、
住
民
が
支
払
っ
て
い
る
電

気
料
の
総
額
を
把
握
し
て
い
た
の
は
わ
ず
か
１

自
治
体
、
茨
木
市
だ
け
で
し
た
（
表
１
）。

そ
も
そ
も
域
内
で
ど
れ
だ
け
の
電
気
を
使
っ

て
い
る
の
か
、
そ
の
う
ち
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

由
来
の
電
気
の
比
率
は
ど
れ
く
ら
い
か
、
さ
ら

に
電
気
料
と
し
て
域
外
に
持
ち
だ
さ
れ
て
い
る

金
額
は
ど
れ
く
ら
い
か
、
そ
れ
を
地
産
地
消
に

し
、
域
内
で
循
環
さ
せ
れ
ば
ど
れ
だ
け
の
メ
リ

ッ
ト
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
か
、
先
の
３
点
は
そ

う
し
た
こ
と
を
検
討
す
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い

基
本
情
報
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
考
慮
さ
れ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
し
た
。

わ
た
し
た
ち
が
２
０
２
２
年
に
視
察
・
見
学

会
で
訪
れ
た
人
口
約
10
万
人
の
長
野
県
飯
田
市

で
は
、「
市
民
が
支
払
っ
て
い
る
電
気
代
の
年

間
総
額
は
１
３
０
億
円
に
達
し
て
い
る
。
現
在

は
そ
の
大
半
が
大
手
電
力
会
社
に
支
払
わ
れ
て

域
外
に
持
ち
出
さ
れ
、
さ
ら
に
原
油
代
等
と
し

て
海
外
に
流
出
し
て
い
る
。
も
し
こ
の
必
要
な

自
然
エ
ネ
・
再
エ
ネ
の
取
り
組
み
に
関
す
る

自
治
体
ア
ン
ケ
ー
ト
で
見
え
た
現
状
と
課
題

特 集

中
村
　
毅

原
発
ゼ
ロ
の
会
・
大
阪 

エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会
責
任
者

表１　自治体の現状把握の状況

アンケート項目 自治体数 比率（%）

域内の消費電力量を把握している 7 20.0

自然エネ電力使用量を把握している 5 14.3

上記の両方を把握している 5 14.3

電気料金の支払総額の把握している 1  2.9
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特集●「気候危機」から未来を担う世代に豊かな自然と社会を届けたい

電
力
を
域
内
で
賄
え
れ
ば
、
こ
の
１
３
０
億
円

は
域
内
に
留
ま
り
、
域
内
に
新
た
な
産
業
と
雇

用
が
生
ま
れ
、“
ま
ち
づ
く
り
”
や
“
地
域
お
こ

し
”
に
も
つ
な
げ
ら
れ
る
」
と
い
う
発
想
が
市

の
担
当
者
か
ら
語
ら
れ
、
地
域
で
の
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

■�

Ｃ
Ｏ
２
削
減
目
標
を
持
っ
て
い
る
自
治
体
は

「
少
な
く
」、そ
の
目
標
も「
低
い
」

い
ま
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
考
え
る
う
え
で
地

球
温
暖
化
防
止
対
策
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
視
点
は

欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

２
０
３
０
年
ま
で
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
目
標
に
つ
い

て
聞
い
た
と
こ
ろ
、
目
標
を
持
っ
て
い
た
の
は

22
自
治
体
（
62
・
９
％
）
で
、
そ
の
目
標
は
10

％
か
ら
51
％
、
単
純
平
均
で
35
・
２
％
で
し

た
。
ま
た
、
２
０
５
０
年
の
目
標
に
つ
い
て
は

12
自
治
体
（
34
・
３
％
）
が
持
っ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
目
標
は
す
べ
て
「
実
質
ゼ
ロ
」
で
“
国

目
標
に
倣
え
”
と
い
っ
た
感
じ
の
も
の
で
し
た

（
表
２
）。

２
０
２
１
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
の
合
意
は
、
２
０

５
０
年
ま
で
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
実

質
ゼ
ロ
）
を
達
成
す
る
た
め
に
、
２
０
３
０
年

度
ま
で
に
２
０
１
３
年
比
で
温
室
効
果
ガ
ス
・

Ｃ
Ｏ
２
を
46
％
削
減
し
よ
う
、
さ
ら
に
50
％
の

高
み
を
目
指
し
て
努
力
し
よ
う
と
い
う
も
の
で

し
た
。
そ
う
し
た
世
界
標
準
に
比
べ
て
府
内
自

治
体
の
目
標
は
、
全
体
平
均
で
10
％
も
低
く
な

っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
も
よ
り
「
大
き
な
問
題
」
は
、
目
標
を

持
っ
て
い
な
い
自
治
体
が
２
０
３
０
年
度
目
標

で
約
３
分
の
１
（
13
自
治
体
）、２
０
５
０
年
目

標
に
至
っ
て
は
約
３
分
の
２
（
23
自
治
体
）
に

達
し
て
い
る
こ
と
で
し
た
。
地
球
温
暖
化
の
深

刻
さ
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
必
要
性
に
鈍
感
で
は
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に
も
本
腰
が
入
り
ま

せ
ん
。

ま
た
、
多
く
の
自
治
体
が
削
減
計
画
と
し

て
、
国
の
法
律
に
基
づ
く
「
地
球
温
暖
化
対
策

事
業
実
行
計
画
」
を
挙
げ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

は
地
方
公
共
団
体
の
事
務
事
業
で
温
室
効
果
ガ

ス
を
ど
れ
だ
け
削
減
す
る
か
と
い
う
「
事
務
事

業
編
」
と
、
そ
の
区
域
全
体
で
ど
う
減
ら
す
か

と
い
う
「
区
域
施
策
編
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
つ
い
て
住
民
と
し

て
チ
ェ
ッ
ク
し
、
積
極
的
に
提
言
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
の
取
り
組
み

■�「
再
エ
ネ
利
用
率
」の
目
標
を
持
つ
自
治
体
は

ほ
と
ん
ど
な
し

「
再
エ
ネ
利
用
率
」
と
は
、
使
用
電
力
の
中
で

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
の
電
力
が
ど
れ
だ
け
を

占
め
て
い
る
か
を
示
す
指
標
で
、
そ
の
導
入
目

標
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
を
ど
れ
だ
け
進

め
る
か
と
い
う
大
事
な
目
標
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
目
標
を
持
っ

て
い
た
の
は
大
阪
府
と
大
阪
市
の
２
自
治
体
だ

け
で
、
残
る
33
自
治
体
（
94
・
３
％
）
は
“
目

標
な
し
”
で
し
た
（
表
３
）。
よ
く
“
目
標
と
期

表２　自治体のCO2削減目標

アンケート項目 自治体数 比率（%） 目標平均

2030年度までの
削減目標

あり 22 62.9 35.2％

なし 13 37.1

2050年度までの
削減目標

あり 12 34.3 実質ゼロ

なし 23 65.7
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フ
ァ
ン　

大
学
で
社
会
学
を
学
ん
で
い
る
１
回

生
で
す
。
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
大
学
で
学
ん

で
い
ま
す
。
年
々
暑
く
な
っ
て
身
近
に
気
候
変

動
を
感
じ
て
い
ま
す
。

リ
ン
ダ　

大
学
経
済
学
部
２
回
生
で
す
。
環
境

に
つ
い
て
は
日
頃
か
ら
考
え
て
い
ま
す
。
高
校

生
の
時
修
学
旅
行
で
、
屋
久
島
へ
行
き
ま
し

た
。
太
陽
光
発
電
な
ど
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
自
給

自
足
す
る
生
活
を
し
て
い
る
の
を
見
て
、
そ
う

い
う
人
も
い
る
の
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

王　

大
学
院
政
策
学
研
究
科
で
博
士
課
程
で

す
。
中
国
の
大
学
か
ら
日
本
の
大
学
院
で
学
び

に
き
ま
し
た
。
自
分
の
故
郷
は
、
湖
・
河
川
が

数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
工
業
活
動
な
ど
の
影
響

に
よ
っ
て
、
水
質
汚
染
が
深
刻
に
な
り
、
環
境

学
の
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

谷
内　

あ
お
ぞ
ら
財
団
に
勤
め
て
い
ま
す
。
40

代
後
半
で
Ｚ
世
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
が
大

学
生
だ
っ
た
頃
か
ら
地
球
温
暖
化
が
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
30
年
近
く
経
っ
て
、
さ
ら
に
ひ
ど

く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
暑
さ
が
し

ん
ど
い
で
す
。
水
害
が
頻
発
し
、
台
風
も
大
型

化
し
て
い
ま
す
。

Ｚ世代が語る気候危機Ｚ世代が語る気候危機
座談会座談会

1
自
己
紹
介

地球温暖化は、「気候変動」→「気候危機」→「地球沸騰の時代」への人類
の生存の危機であり、したがって温暖化対策は待ったなしです。

20世紀型の「大量生産・大量消費・大量廃棄」の経済・社会で、環境破壊
と地球温暖化を招いた世代は、地球温暖化対策をすすめて、なんとしても安
心の社会を次の世代に届けたいという思いがあります。
「気候危機」について今の若者がどんな思いを持っているのか、率直に語っ

てもらう若者との懇談会を、公害地域再生センター（あおぞら財団）で行い
ました。司会は柏原誠（『おおさかの住民と自治』誌編集長、大阪経済大学）
が行い、6 名の方が参加しました。

懇談会の進行は、①自己紹介、②「気候危機」、どんなときに意識する？あ
なたの将来とのかかわりは？ 卒業後の進路にも関わってきそう？、③「気候
危機」、責任はどこにある？ 、④世界、国、地域で取り組まないといけない
こと、⑤政治に声は届きそう？ 解決できそう？ 何を変えなければいけな
い？、⑥クロージング、の順で進めました。
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特集●「気候危機」から未来を担う世代に豊かな自然と社会を届けたい

と
ら
ち　

大
学
社
会
学
部
２
回
生
で
す
。
母
が

勤
め
て
い
る
あ
お
ぞ
ら
財
団
で
環
境
問
題
学
習

会
な
ど
に
参
加
し
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。
社

会
学
な
の
で
環
境
に
も
関
心
が
あ
り
ま
す
。

ぼ
ん　

大
学
生
で
す
。
大
学
で
在
日
外
国
人
に

つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

リ
ン
ダ　

19
～
20
年
し
か
生
活
し
て
い
な
い
。

昔
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
知
識
と
し
て
は
知

っ
て
い
ま
す
が
ど
う
す
る
か
考
え
て
は
い
ま
せ

ん
。
学
習
す
る
機
会
が
あ
れ
ば
よ
く
わ
か
る
と

思
い
ま
す
。
知
識
か
ら
み
る
だ
け
で
実
際
は
わ

か
り
ま
せ
ん
。

将
来
、
教
育
者
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
環
境
も
、
人
権
問
題
で
も
差
し
迫
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
ど
う
し
て
い
っ
た
ら
い
い
の

か
考
え
て
い
き
た
い
が
実
感
す
る
こ
と
が
な

い
。
将
来
、
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
学
べ
る
機

会
は
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

王　

リ
ン
ダ
君
は
一
般
の
若
者
よ
り
知
識
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
２
０
１
２
年
東
京
、
雪
が
降

っ
て
ド
ア
も
あ
か
な
か
っ
た
。
中
国
で
５
月
に

雹
が
降
り
、
自
動
車
が
こ
わ
れ
ま
し
た
。
気
候

変
動
の
危
機
は
感
じ
て
い
ま
す
。

将
来
は
ど
ち
か
ら
と
い
う
と
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
会
社
に
入
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
環
境

意
識
は
も
っ
て
い
ま
す
が
、
環
境
に
や
さ
し
い

や
り
方
が
わ
か
ら
な
い
人
は
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
環
境
意
識
を
向
上
さ
せ
、
２
０
５
０
年
ま

で
に
Ｃ
Ｏ
２
実
質
ゼ
ロ
を
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
代
だ
と
思
い
ま
す
。

と
ら
ち　

水
害
な
ど
、
わ
が
国
で
気
候
危
機
に

対
し
て
気
候
正
義
の
運
動
は
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
？　

温
暖
化
で
住
め
な
く
な
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
地
球
温
暖
化
は
遠
い
国
の
問
題
か
ら
身

近
な
問
題
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

自
分
が
生
活
し
て
い
る
所
も
考
え
な
け
れ
ば
、

環
境
と
意
識
し
た
生
活
も
考
え
て
行
か
な
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ぼ
ん　

昨
年
、
首
都
圏
で
は
８
月
く
ら
い
に
エ

ア
コ
ン
の
使
用
過
剰
に
よ
る
電
力
の
逼
迫
が
何

度
も
テ
レ
ビ
で
警
告
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
そ
の
時
は
秋
が
と
て
も
短
か
っ
た
で
す
。

文
化
的
な
面
で
も
気
候
変
動
は
と
て
も
恐
ろ

し
い
で
す
。
私
は
将
来
学
芸
員
を
目
指
し
て
い

る
の
で
す
が
、
民
俗
資
料
館
で
勤
務
す
る
こ
と

が
あ
れ
ば
、
そ
の
地
域
の
災
害
史
に
触
れ
る
機

会
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

フ
ァ
ン　

他
人
事
の
感
し
か
な
い
で
す
。
知
識

2
気
候
危
機
、
ど
ん
な
と
き
に
意
識
す

る
？
　
あ
な
た
の
将
来
と
の
か
か
わ
り

は
？
　
卒
業
後
の
進
路
に
も
関
わ
っ
て

き
そ
う
？

座談会参加者
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は
じ
め
に

本
誌
で
は
折
に
触
れ
て
温
暖
化
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
活
用
や
そ
れ
を
促
進
す
る
自
治
体

の
施
策
や
、
市
民
主
体
の
取
り
組
み
を
と
り
あ

げ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
特
集
で
は
、
政
策
の

中
身
だ
け
で
は
な
く
、
気
候
変
動
対
策
を
ど
の

よ
う
に
決
め
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
大
阪
府

下
で
は
先
進
的
で
ユ
ニ
ー
ク
と
思
わ
れ
る
、
い

ば
ら
き
気
候
市
民
会
議
（
茨
木
市
）
の
取
り
組

み
を
と
り
あ
げ
ま
す
。
６
月
は
じ
め
茨
木
市
内

で
メ
ン
バ
ー
の
辻
田
郁
直
さ
ん
（
40
代
）
に
取

材
し
た
も
の
を
再
構
成
し
ま
し
た
。「
気
候
市

民
会
議
」
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
コ
ラ
ム
も
あ

わ
せ
て
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

◆�

気
候
変
動
問
題
へ
の
モ
ヤ
モ
ヤ
と
し
た
気
持

ち
か
ら
一
歩
行
動
へ

い
ば
ら
き
気
候
市
民
会
議
の
活
動
が
ス
タ
ー

ト
し
た
の
が
、
２
０
２
３
年
の
８
月
。
気
候
変

動
問
題
に
対
す
る
国
・
自
治
体
の
姿
勢
が
積
極

的
で
な
い
こ
と
に
対
し
、
モ
ヤ
モ
ヤ
と
し
た
気

持
ち
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
市
民
が
な
ん
と
か

し
な
い
と
い
け
な
い
。
た
と
え
小
さ
く
て
も
、

市
民
の
一
人
と
し
て
、
何
ら
か
の
行
動
を
と
っ

て
い
く
。
一
人
一
人
の
小
さ
な
行
動
が
た
く
さ

ん
集
ま
れ
ば
、
こ
の
状
況
が
ち
ょ
っ
と
で
も
変

わ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
民
と
し
て
な
に
か
で
き
な
い
か
と
、
書
籍

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
中
で
出
会
っ
た

の
が
、
気
候
市
民
会
議
と
い
う
ツ
ー
ル
で
し

た
。
こ
れ
な
ら
市
民
が
政
策
決
定
プ
ロ
セ
ス

（
の
ご
く
一
部
で
す
が
）
に
主
体
的
に
関
わ
れ

る
機
会
を
持
ち
、
参
加
し
た
市
民
が
エ
ン
パ
ワ

ー
さ
れ
、
気
候
変
動
の
解
決
に
向
け
た
行
動
を

す
る
人
が
一
人
で
も
増
え
る
の
で
は
な
い
か

と
。気

候
変
動
の
問
題
は
、
人
の
生
命
、
日
常
生

活
を
脅
か
す
問
題
で
す
。
ま
た
、
私
自
身
、
野

外
で
行
う
青
少
年
教
育
の
活
動
に
も
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
気
候
変
動
の
問
題
は
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
大
切
な
夏
の
キ
ャ
ン
プ
が
暑

す
ぎ
て
大
き
な
制
約
を
受
け
て
い
る
問
題
と
し

て
も
意
識
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
２
年
前
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
27
（
２
０
２
２

年
エ
ジ
プ
ト
、
シ
ャ
ル
ム
・
エ
ル
・
シ
ェ
イ
ク
）

に
参
加
し
た
若
者
が
製
作
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
（「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
27
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

気
候
危
機
が
叫
ぶRecording T

he People 
V

oice

」）
を
み
て
大
き
な
刺
激
を
受
け
ま
し

た
。
気
候
変
動
問
題
に
対
し
若
者
が
行
動
し
て

い
る
の
だ
か
ら
、
私
た
ち
大
人
も
責
任
を
果
た

さ
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
思
い
に
駆
ら
れ
ま

し
た
。

２
０
２
３
年
の
８
月
（
３
回
）
と
10
月
（
１

回
）
に
、
気
候
市
民
会
議
を
体
験
す
る
イ
ベ
ン

ト
「
大
阪
い
ば
ら
き
ミ
ニ
気
候
市
民
会
議
」
を
、

私
一
人
で
企
画
・
準
備
を
行
い
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

で
呼
び
か
け
て
開
催
し
ま
し
た
。
本
格
的
な
気

候
市
民
会
議
は
５
日
間
ぐ
ら
い
か
け
て
行
う
の

で
す
が
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
そ
れ
を
90
分
に

集
約
し
て
実
施
し
ま
す
。
ま
ず
、
気
候
変
動
に

関
す
る
基
礎
知
識
に
つ
い
て
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を

行
い
、
解
決
に
む
け
て
の
対
策
に
つ
い
て
参
加

者
で
意
見
交
換
を
し
て
、
自
治
体
へ
の
政
策
提

言
を
と
り
ま
と
め
る
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
く
れ
た
人
の
中

か
ら
３
人
が
チ
ー
ム
に
加
わ
っ
て
く
れ
ま
し

い
ば
ら
き
気
候
市
民
会
議
の
挑
戦

民
主
主
義
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
？

特 集
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た
。
そ
の
ほ
か
の
人
も
含
め
、
現
在
、
５
人
の

チ
ー
ム
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

◆
茨
木
市
で
の
本
格
的
な
気
候
市
民
会
議
の
開

催
に
向
け
て

本
格
的
な
気
候
市
民
会
議
を
開
催
す
る
場

合
、
一
般
的
に
は
、
当
該
自
治
体
の
住
民
デ
ー

タ
か
ら
数
千
人
の
市
民
を
無
作
為
に
抽
出
し

て
、
そ
の
数
千
人
の
市
民
ら
に
参
加
意
向
確
認

を
し
て
、
参
加
希
望
者
の
中
か
ら
最
終
的
に
数

十
人
の
参
加
者
を
決
定
す
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス

を
経
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
参
加
者
決
定
プ
ロ
セ
ス
を
実
施

す
る
た
め
に
は
、
市
の
協
力
が
必
要
で
す
。
よ

っ
て
、
私
た
ち
の
よ
う
に
、
市
民
サ
イ
ド
か
ら

気
候
市
民
会
議
を
企
画
し
よ
う
と
す
る
場
合

は
、
市
に
協
力
し
て
も
ら
え
る
よ

う
働
き
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
市
に
働
き
か
け
て
い
く
わ
け

で
す
か
ら
、
ま
ず
市
と
の
間
で
信

頼
関
係
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大

事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
た
め
に
も
チ
ー
ム
と
し
て
の

活
動
を
地
道
に
積
み
重
ね
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

先
述
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
終
え

た
頃
、
ち
ょ
う
ど
茨
木
市
の
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
改
定
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
が
実
施
さ
れ
る
時
期
だ
っ
た
の
で
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
良
い
意
見
が
た
く
さ
ん
集
ま

る
た
め
に
何
か
で
き
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
一
般
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
意
見
を

出
せ
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
学
習
会
を
企
画

し
、
12
月
と
１
月
に
行
い
ま
し
た
。
結
果
と
し

て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
は
、
15
人
の
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
合
計
90
近
い
意
見
が
寄
せ
ら

れ
、
市
民
の
関
心
の
広
が
り
と
い
う
点
で
一
定

の
成
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
体
験
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
く
、
正
式

に
気
候
市
民
会
議
と
し
て
開
催
し
て
い
く
予
定

で
す
が
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
気
候
市
民
会
議
を
一

つ
一
つ
実
施
し
て
い
き
、
参
加
者
を
増
や
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
市
民
が
政
策
を
議
論
す
る
こ
と
の
意
味

自
治
体
に
お
け
る
気
候
変
動
対
策
と
し
て
重

要
な
の
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
目
標
数
値

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
目
標
を
達
成
す
る
ま
で

の
具
体
的
な
道
筋
を
描
け
て
い
る
か
ど
う
か
で

す
。こ

の
目
標
達
成
へ
の
道
筋
が
具
体
化
さ
れ
る

た
め
に
、
市
民
と
し
て
何
が
で
き
る
か
。
こ
れ

ま
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
気
候
変
動
対
策
に
つ
い
て
話
し
合
う
場
を
作

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
の
成
果
と
い
う
の

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
が

出
て
く
る
こ
と
で
は
な
く
、
市
民
が
重
要
だ
と

考
え
る
具
体
的
解
決
策
や
そ
の
優
先
順
位
が
明

ら
か
に
な
る
こ
と
な
の
で
す
。

ま
た
、
市
民
の
側
で
ど
ん
な
対
策
に
取
り
組

む
か
を
検
討
し
、
自
分
た
ち
で
自
分
た
ち
の
取

組
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
そ
れ
ら
が
、
市
民
が
政
策
を
議
論
す
る
こ

と
の
大
き
な
意
味
だ
と
思
い
ま
す
。

◆
活
動
の
幅
を
拡
げ
る

今
後
、
チ
ー
ム
と
し
て
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
な

気
候
市
民
会
議
の
実
績
を
積
み
上
げ
、
回
を
重

ね
る
ご
と
に
、
本
格
的
な
気
候
市
民
会
議
に
近

づ
け
て
い
く
予
定
で
す
。
そ
の
過
程
で
、
市
の
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東
近
江
市
は
滋
賀
県
の
南
東
部
に
位
置
し
、

東
の
鈴
鹿
山
脈
か
ら
西
の
琵
琶
湖
に
い
た
る
ま

で
、
１
つ
の
市
に
奥
山
、
中
山
間
地
、
里
山
、

田
園
地
帯
、
市
街
地
、
湖
岸
と
多
様
な
地
域
が

あ
り
ま
す
。
２
０
０
５
年
と
２
０
０
６
年
の
２

度
の
合
併
で
現
市
域
と
な
り
、
現
在
の
人
口
は

11
万
１
５
５
７
人
で
す
。

東
近
江
市
は
、
近
畿
最
大
の
耕
地
面
積
と
県

下
最
大
の
農
業
生
産
額
を
誇
る
と
と
も
に
、
Ｉ

Ｔ
関
連
工
場
を
は
じ
め
、
多
様
な
企
業
が
進
出

す
る
内
陸
型
の
工
業
都
市
で
も
あ
り
、
農
村
と

都
市
の
両
面
を
合
わ
せ
も
つ
市
で
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
自
治
体
か
ら
、
全
国
で
も
先

進
的
な
環
境
の
取
り
組
み
が
、
市
民
主
導
で
い

く
つ
も
現
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
取

り
組
み
に
対
し
て
、
市
は
積
極
的
に
支
援
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
市
民
主
導
の
環

境
対
策
の
取
り
組
み
事
例
と
、
そ
れ
ら
市
民
の

取
り
組
み
を
支
え
る
仕
組
み
を
い
か
に
行
政
が

構
築
し
て
き
た
か
を
考
察
し
ま
す
。

Ⅰ　
地
域
が
主
体
の
市
民
共
同
発
電

市
民
共
同
発
電
は
、
市
民
の
出
資
に
よ
り
風

力
や
太
陽
光
な
ど
を
利
用
し
た
共
同
発
電
所
を

設
け
、
発
電
事
業
を
行
う
も
の
で
す
。
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
よ
る
地
球
温
暖
化
防

止
だ
け
で
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
、

防
災
の
観
点
か
ら
の
自
立
・
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
確
保
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
経
済
の
循
環
に

よ
る
地
域
活
性
化
な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
治
を

目
的
と
し
た
市
民
共
同
発
電
は
全
国
で
も
普
遍

的
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
な
か
で
も
東
近
江
市

の
特
徴
は
、
全
国
で
も
先
駆
け
て
売
電
に
よ
り

得
ら
れ
る
収
益
を
地
域
内
で
循
環
さ
せ
る
仕
組

み
を
作
り
、
運
用
し
て
き
た
点
に
あ
り
ま
す
。

東
近
江
市
の
市
民
共
同
発
電
所
の
設
立
過
程

を
み
ま
す
と
、
ま
ず
旧
八
日
市
市
（
現
東
近
江

市
）
に
、
２
０
０
３
年
に
市
民
団
体
が
資
金
を

出
資
・
寄
付
し
て
、
県
の
補
助
金
も
活
用
し
、

市
民
共
同
発
電
所
１
号
機
を
設
置
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
売
電
収
入
が
現
金
で
分
配
さ

れ
た
た
め
、
そ
の
使
途
が
限
定
さ
れ
ず
、
分
配

金
が
市
域
外
で
消
費
さ
れ
る
こ
と
が
問
題
点
と

さ
れ
ま
し
た
。
２
０
０
８
年
度
に
は
ひ
が
し
お

う
み
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
協
議
会
が

市
民
主
導
で
立
ち
上
が
り
ま
す
。
同
協
議
会
で

は
、
市
民
出
資
型
の
共
同
発
電
所
を
運
営
し
て

い
た
東
近
江
市
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
会
議
を
中

心
に
、
地
元
商
工
会
議
所
、
行
政
、
滋
賀
県
環

境
生
協
や
菜
の
花
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
愛
の
ま
ち
エ
コ
倶
楽
部
の
メ
ン

バ
ー
が
参
加
し
て
議
論
が
重
ね
ら
れ
、
発
電
か

ら
生
み
出
さ
れ
た
富
を
地
域
経
済
へ
還
元
す
る

「
東
近
江
モ
デ
ル
」
が
構
築
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
共
同
発
電
所
２
号
機
で
実
践
さ
れ
た
東

近
江
モ
デ
ル
で
は
、
売
電
収
益
に
よ
る
分
配
金

を
出
資
者
に
地
域
・
使
用
期
間
限
定
の
地
域
商

品
券
で
還
元
し
ま
す
。
地
域
商
品
券
で
の
還
元

市
民
主
体
で
維
持
可
能
な
地
域
づ
く
り

滋
賀
県
東
近
江
市
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は
、
市
外
に
富
が
流
出
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
市
民
共
同
発
電
所
事
業
に
よ
る
売
電
収
益

を
出
資
者
に
地
域
商
品
券
と
し
て
還
元
し
、
富

を
地
域
内
で
循
環
さ
せ
る
こ
と
で
地
域
活
性
化

を
は
か
ろ
う
と
し
た
の
で
す
。
続
く
市
民
共
同

発
電
所
３
号
機
は
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
東
近
江

産
で
、
さ
ら
に
運
営
母
体
と
金
融
機
関
も
東
近

江
に
あ
り
、
地
域
で
生
み
出
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
売
電
収
益
を
地
域
商
品
券
で
還
元
す
る
こ
と

で
、
太
陽
光
発
電
事
業
全
体
で
の
地
産
地
消
を

成
り
立
た
せ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
福
祉
と
結
び
つ
け
て
事
業
化
し
た

事
例
も
あ
り
ま
す
。
あ
い
と
う
ふ
く
し
モ
ー
ル

は
、
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し

て
い
く
た
め
に
、「
ケ
ア
（Care

）」
の
充
足

と
、「
食
（Food

）」
の
自
給
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー

(Energy)

」
の
自
給
を
目
指
す
Ｆ
Ｅ
Ｃ
自
給
圏

構
想
の
拠
点
と
な
る
施
設
で
す
。
福
祉
施
設
だ

け
で
な
く
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
を
併
設
し
、
施
設

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
（
薪
生
産
、
薪
ス
ト
ー
ブ
）

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
で
の
市
民
共

同
発
電
事
業
の
資
金
調
達
は
、
支
援
者
に
よ
る

会
費
で
賄
わ
れ
、
収
益
は
地
域
商
品
券
で
還
元

す
る
の
で
す
が
、
そ
の
う
ち
２
割
が
寄
付
に
充

て
ら
れ
ま
す
。
発
電
事
業
に
よ
る
収
益
は
、
地

域
商
品
券
を
通
じ
た
地
域
経
済
の
活
性
化
と
、

ふ
く
し
モ
ー
ル
の
理
念
を
実
行
す
る
活
動
の
た

め
に
使
わ
れ
る
の
で
す
。

市
民
共
同
発
電
事
業
だ
け
で
は
な
く
、
太
陽

光
発
電
・
太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
や
蓄
電
池
の

設
置
に
対
す
る
個
人
へ
の
補
助
に
つ
い
て
も
、

東
近
江
市
で
は
地
域
商
品
券
で
交
付
さ
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
東
近
江
市
で
は
、
市
民
や
地

域
の
経
済
団
体
、
行
政
が
協
働
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
地
域
で
生
み
出
し
た
再
エ
ネ
が
も
た
ら

し
た
富
を
、
市
外
に
流
出
さ
せ
る
こ
と
な
く
地

域
内
で
循
環
さ
せ
、
地
域
の
経
済
活
性
化
、
さ

ら
に
福
祉
や
文
化
な
ど
、
生
活
す
べ
て
に
わ
た

る
分
野
に
お
け
る
地
域
自
立
の
仕
組
み
を
成
立

さ
せ
、
今
も
運
用
し
て
い
ま
す
。

Ⅱ　

�

地
域
内
資
源
循
環
モ
デ
ル 

「
菜
の
花
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
そ
の
後
の
展
開

転
作
田
に
菜
の
花
を
植
え
、
食
用
油
と
し
て

利
用
し
た
後
の
廃
食
油
を
回
収
し
、
粉
石
け
ん

や
Ｂ
Ｄ
Ｆ
（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
）
へ
と

リ
サ
イ
ク
ル
し
て
、
農
機
具
や
設
備
の
燃
料
と

し
て
利
用
す
る
、
こ
れ
ら
一
連
の
資
源
循
環
モ

デ
ル
は
「
菜
の
花
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
呼

ば
れ
ま
す
。
菜
の
花
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

地
域
資
源
を
循
環
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
農
業

・
農
村
の
振
興
を
は
か
る
象
徴
的
な
モ
デ
ル
で

す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
祥
の
地
が
旧
愛

東
町
（
現
東
近
江
市
）
で
す
。

滋
賀
県
で
は
１
９
７
７
年
に
琵
琶
湖
に
赤
潮

が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
廃
食
油
を
回
収
し
て

作
っ
た
石
け
ん
を
使
う
石
け
ん
運
動
が
市
民
の

中
か
ら
始
ま
り
、
１
９
８
０
年
に
琵
琶
湖
条
例

で
有
リ
ン
合
成
洗
剤
の
販
売
・
使
用
を
禁
止
し

ま
す
。
し
か
し
、
合
成
洗
剤
メ
ー
カ
ー
が
無
リ

ン
の
合
成
洗
剤
を
発
売
し
て
石
け
ん
の
使
用
率

は
低
下
し
、
回
収
し
た
廃
食
油
の
余
り
が
問
題

と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
当
時
ド
イ
ツ
で
行

わ
れ
て
い
た
菜
種
油
の
Ｂ
Ｄ
Ｆ
化
に
活
路
を
見

出
し
た
滋
賀
県
環
境
生
協
の
藤
井
絢
子
氏
が
愛

東
町
長
に
働
き
か
け
、
廃
食
油
の
Ｂ
Ｄ
Ｆ
製
造

プ
ラ
ン
ト
が
１
９
９
６
年
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
食
用
油
を
自
給
す
る
地
産
地
消
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
発
展
し
、
愛
東
町
で
菜
の
花
栽

培
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
愛
東
町
で
の
菜
の

花
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
そ
の
後
、
全
国
へ
と

広
が
り
ま
し
た
。
２
０
０
５
年
に
は
、
地
域
資

源
循
環
の
拠
点
と
な
る
モ
デ
ル
施
設
「
あ
い
と

う
エ
コ
プ
ラ
ザ
菜
の
花
館
」（
以
下
、菜
の
花
館
）

が
建
設
さ
れ
、
菜
種
の
乾
燥
・
調
整
・
搾
油
、

廃
食
油
の
Ｂ
Ｄ
Ｆ
製
造
ま
で
の
作
業
を
一
貫
し

て
行
え
る
よ
う
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
菜
の

花
館
を
行
政
と
連
携
し
て
運
営
し
、
さ
ら
に
住

民
主
体
の
活
動
を
広
め
る
運
営
団
体
の
必
要
性

か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
愛
の
ま
ち
エ
コ
倶
楽
部
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２
０
２
４
年
の
通
常
国
会
で
、
６
月
19
日
、

地
方
自
治
法
の
改
正
案
が
成
立
し
、
６
月
26
日

に
公
布
さ
れ
ま
し
た
（
令
和
６
年
法
律
第
65

号
）。
こ
の
改
正
法
に
は
見
過
ご
し
難
い
問
題

点
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
国
会
で
は

自
民
党
の
ウ
ラ
金
問
題
ば
か
り
が
注
目
さ
れ
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
成
立
の
間
際
に
な
る
ま
で
こ

の
法
改
正
に
つ
い
て
報
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
地
方
自
治
法
改
正
の

問
題
点
に
つ
い
て
、
必
ず
し
も
理
解
が
広
ま
っ

て
い
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
。

以
下
は
改
正
法
の
中
で
特
に
補
充
的
指
示
権

の
規
定
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
の
内
包
す
る
問
題

に
つ
い
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

い
わ
ゆ
る
補
充
的
指
示
権
の
規
定

改
正
さ
れ
た
地
方
自
治
法
で
は
、「
国
民
の

安
全
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
事
態
に
お
け
る

国
と
普
通
地
方
公
共
団
体
と
の
関
係
等
の
特

例
」
と
し
て
、「
第
２
５
２
条
の
26
の
３
」
以
下

の
８
か
条
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

「
第
２
５
２
条
の
26
の
５
」
に
基
づ
く
権
限
が

補
充
的
指
示
権
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

同
条
の
定
め
に
よ
れ
ば
、
各
大
臣
は
、「
国

民
の
安
全
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
事
態
」
が

発
生
し
、
ま
た
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
に
、
そ
の
よ
う
な
事
態
の
規
模
・
態
様
、
地

域
の
状
況
そ
の
他
の
状
況
を
勘
案
し
て
、
生
命

等
の
保
護
の
措
置
の
的
確
・
迅
速
な
実
施
を
確

保
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
、
他
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
当
該
生
命
等

の
保
護
の
措
置
に
関
し
必
要
な
指
示
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
場
合
を
除
き
、
閣
議
決
定
を
経

て
、
そ
の
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
都
道
府
県

や
市
町
村
に
対
し
て
、
当
該
保
護
措
置
に
関
し

必
要
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

地
方
自
治
法
改
正
で
新
設
さ
れ
た

補
充
的
指
示
権
の
問
題
性

梶 

哲
教

大
阪
自
治
体
問
題
研
究
所
理
事
長
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同
条
に
い
う
「
国
民
の
安
全
に
重
大
な
影
響

を
及
ぼ
す
事
態
」
と
は
、「
大
規
模
な
災
害
、
感

染
症
の
ま
ん
延
そ
の
他
そ
の
及
ぼ
す
被
害
の
程

度
に
お
い
て
こ
れ
ら
に
類
す
る
国
民
の
安
全
に

重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
事
態
」
と
定
義
さ
れ
て

い
ま
す
（
第
２
５
２
条
の
26
の
３
第
１
項
）。

そ
の
よ
う
な
事
態
が
発
生
し
た
と
き
、
各
大

臣
が
担
当
す
る
事
務
に
関
し
、
生
命
等
の
保
護

の
措
置
に
関
し
て
何
ら
か
の
法
律
の
規
定
に
基

づ
き
必
要
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら

ば
、
各
大
臣
は
当
該
法
律
に
基
づ
く
指
示
権
限

を
発
動
す
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
指
示
権
限

を
定
め
る
法
律
の
規
定
が
用
意
さ
れ
て
い
な
け

れ
ば
ど
う
す
る
か
。
そ
の
よ
う
な
場
合
を
想
定

し
て
予
備
的
に
設
け
ら
れ
た
指
示
権
限
と
い
う

こ
と
で
、「
補
充
的
」
指
示
権
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

指
示
と
は
、
地
方
自
治
法
上
で
は
「
関
与
」

の
一
形
態
で
従
う
義
務
の
あ
る
も
の
と
さ
れ
て

い
ま
す
（
同
法
２
４
５
条
以
下
参
照
）。
法
改
正

に
よ
り
、
自
治
事
務
か
法
定
受
託
事
務
か
を
問

わ
ず
、
ま
た
自
治
体
の
事
務
処
理
に
違
法
不
適

正
な
点
が
な
い
場
合
で
も
、
自
治
体
に
対
し
包

括
的
に
「
必
要
な
指
示
」
を
す
る
権
限
が
法
的

拘
束
力
を
と
も
な
っ
て
大
臣
に
付
与
さ
れ
た
こ

と
に
な
る
の
で
す
。

補
充
的
指
示
権
の
必
要
性
の
説
明

今
回
の
地
方
自
治
法
改
正
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

禍
へ
の
対
処
を
め
ぐ
っ
て
顕
在
化
し
た
課
題
へ

の
対
応
策
に
関
す
る
第
33
次
地
方
制
度
調
査
会

の
答
申
（
23
年
12
月
）
を
踏
ま
え
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

地
制
調
答
申
は
、
近
年
の
広
域
か
つ
甚
大
な

風
水
害
の
頻
発
や
相
次
ぐ
大
地
震
な
ど
、
こ
れ

ま
で
の
経
験
に
基
づ
く
備
え
で
は
対
応
が
で
き

な
い
事
態
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と

し
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
つ
い
て
も
、

様
々
な
局
面
に
お
い
て
従
来
の
法
制
で
は
想
定

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
事
態
が
相
次
い
だ
と
し
ま

す
。
そ
の
た
め
、
国
と
自
治
体
の
役
割
分
担
や

相
互
関
係
に
関
す
る
課
題
に
つ
い
て
十
分
な
対

策
を
講
じ
、
国
民
の
安
全
に
重
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
様
々
な
事
態
に
対
し
て
、
国
と
地
方
を
通

じ
た
的
確
な
対
応
が
可
能
と
な
る
よ
う
万
全
を

期
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
ま
す
。

そ
し
て
、
従
来
の
法
制
で
は
想
定
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
事
態
に
対
応
す
る
た
め
の
補
充
的
指

示
権
に
つ
い
て
も
地
制
調
答
申
の
中
で
提
案
さ

れ
て
い
る
の
で
す
が
、
実
は
ど
の
よ
う
な
事
態

を
想
定
し
て
の
こ
と
か
明
確
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。地

制
調
答
申
は
、
２
０
１
３
年
の
台
風
に
よ

る
伊
豆
大
島
の
土
砂
災
害
や
２
０
１
５
年
の
常

総
水
害
で
国
と
自
治
体
と
の
緊
密
な
連
絡
調
整

の
も
と
災
害
応
急
対
策
が
実
施
さ
れ
た
後
、
２

０
２
１
年
に
災
害
対
策
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、

同
法
に
お
け
る
「
非
常
災
害
」
に
は
至
ら
な
い

こ
の
よ
う
な
災
害
に
つ
い
て
「
特
定
災
害
」
と

し
て
、
こ
れ
に
関
し
て
国
か
ら
自
治
体
へ
の
指

示
の
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
に
触
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
で
も
な
お
、
大
規
模
災
害
や
感
染

症
の
ま
ん
延
な
ど
の
ほ
か
、
災
害
対
策
基
本
法

や
各
種
の
感
染
症
対
策
法
の
よ
う
な
個
別
の
法

令
に
よ
る
の
で
は
対
応
で
き
な
い
事
態
が
あ
り

う
る
と
い
う
の
で
す
。

国
会
審
議
の
中
で
は
、
政
府
は
補
充
的
指
示

権
の
発
動
が
想
定
さ
れ
る
の
が
ど
ん
な
局
面

か
、
具
体
的
な
説
明
を
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
法

学
で
は
、
法
の
制
定
改
廃
の
必
要
性
を
支
え
る

社
会
的
事
実
を
立
法
事
実
と
い
い
ま
す
が
、
補

充
的
指
示
権
の
創
設
に
つ
い
て
“
立
法
事
実
が

な
い
”
と
い
う
批
判
が
生
じ
た
ゆ
え
ん
で
す
。

災
害
や
感
染
症
の
ほ
か
、
答
申
で
は
触
れ
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
地
制
調
で
は
武
力
攻
撃
事

態
等
も
視
野
に
入
れ
た
議
論
が
さ
れ
て
い
た
こ


